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5.  眞子直弘、齊藤隼人、馬渕佑作、高良洋平、鈴木 睦、久世宏明、ハイパースペクトルカメラを用い
た対流圏エアロゾルの光学特性および粒径分布情報の導出、日本リモートセンシング学会第53回（平
成23年度秋季）学術講演会、P13（広島大学）（2012年11月19－20日）
6.  神谷義一、馬渕佑作、櫨　聖、齊藤隼人、Gerry Bagtasa、眞子直弘、入江仁士、久世宏明、ミー散
乱ライダーと天空光のスペクトル観測による対流圏エアロゾルの特性評価、 日本リモートセンシング
学会第53回（平成23年度秋季）学術講演会、P09（広島大学）（2012年11月19－20日）
7.  （招待講演）久世宏明、太陽光・天空光・地表面反射のスペクトル計測－その原理と応用、日本色彩
学会 視覚情報基礎研究会（千葉大学）（2013年３月２日）
8.  栗山健二、名和靖矩、齊藤隼人、馬渕佑作、眞子直弘、川田善正、久世宏明、レーザー励起蛍光法
を用いた植物の酸性雨と紫外線ストレス計測、第60回応用物理学会春季学術講演会（神奈川工科大）
（2013年３月27日－30日）
9.  齊藤隼人、後藤裕太郎、馬渕佑作、Gerry Bagtasa、眞子直弘、入江仁士、原田一平、久世宏明、都
市大気汚染の差分吸収分光法による監視と気象条件依存性、第60回応用物理学会春季学術講演会（神
奈川工科大）（2013年３月27日－30日）
（近藤昭彦）
1.  CUI, Feifei, KONDOH, Akihiko（2012.5.21）: The Relationship between Outbreak of Asian Dust and 
Ground Condition in East Asia,Japan Geosciences Union Meeting 2012（at Makuhari）
2.  布和宝音、近藤昭彦（2012.5.22）：内モンゴル自治区における2000年以降の植生変動とその要因解
析、日本地球惑星科学連合大会2012「地理情報システム」セッション（幕張メッセ）
3.  近藤昭彦・小林達明・鈴木宏明・千葉大学山木屋後方支援チーム（2012.5.24）：「福島県、阿武隈山
地における放射性物質の空間分布の特徴」、日本地球惑星科学連合大会2012「放射能環境汚染と地球
科学」セッション（幕張メッセ）
4.  近藤昭彦（2012.6.23）:「広域放射能汚染災害に対する地理学者の役割」、G空間EXPOシンポジウ
ム「地理学から提言する新しい国土」（パシフィコ横浜）
5.  近藤昭彦（2012.9.8）：里山流域単位の除染を目指したGIS整備、研究集会「原子力災害被災地の生
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態再生（Ⅰ）－里山ランドスケープの放射能と除染－」、日本緑化工学会・日本景観整体学会・応用
生態工学会３学会合同大会（ELR2012）（東京農業大学）
6.  山本理恵、木村絵里、飯塚和裕、小林達明、鈴木弘行、近藤昭彦（2012.9.9）」福島第一原発事故被
災地の里山における放射の宇動態に関する研究１－空間線量と放射能の空間分布－、日本緑化工学
会・日本景観整体学会・応用生態工学会３学会合同大会（ELR2012）（東京農業大学）
（本多嘉明）
1.  本多嘉明、人類社会のための地球観測ミッションに関する一考察、日本地球惑星科学連合2012年大
会（幕張メッセ）、ATT34-P02、2012.5.20-25（千葉県）
2.  Y. Honda、Development of Validate Methodology for Atmospheric Corrected Reﬂectance Over Land
（incl. water stress trend?）、平成24年度地球環境観測ミッション合同PIワークショップ（御茶の水
カンファレンスセンター）、2013.1.29-2/1（東京都）
（樋口篤志）
1.  樋口篤志（2012）：千葉大学環境リモートセンシング研究センターでの公開データセット、日本地球
惑星科学連合2012大会、2012年05月20－25日（幕張メッセ、ポスター）．
2.  樋口篤志、佐々井崇博、永井　信（2012）：食糧収量予測のためのデータ同化システム、日本地球惑
星科学連合2012大会、2012年05月20－25日（幕張メッセ、口頭発表）．
3.  川上　聖、樋口篤志（2012）：モンゴルにおける冬季低温現象とその時空間変動、日本気象学会
2012年秋季大会、2012年10月３－５日（北海道大学、ポスター）．
（ヨサファット テトォコ スリ スマンティヨ）
1.  J.T. Sri Sumantyo, “Development of Circularly Polarized Synthetic Aperture Radar for UAV and 
Microsatellite”, Multidisciplinary and Interdisciplinary（M）/ Space Development & Earth Observation 
from Space（SD）Session, MSD05-12, Japan Geoscience Union Meeting 2012, May 20, 2012（Makuhari 
: Japan）
2.  J.T. Sri Sumantyo and Robertus Heru Triharjanto, "Development of Synthetic Aperture Radar onboard 
Unmanned Aerial Vehicle," System Session., B2, The 52nd Spring Conference of the Remote Sensing 
Society of Japan, May 23-24, 2012, Institute of Industrial Science, the University of Tokyo, Japan. 
3.  建石隆太郎、近藤昭彦、J.T.スリ　スマンティヨ、地表環境研究のための地理空間データ蓄積共有シ
ステムCEReS Gaiaの開発、B16、システムセッション、第52回（平成24年度春季）日本リモートセ
ンシング学会学術講演会、2012年５月23日〜 24日、東京大学生産技術研究所。 
4.  Sugar Adiya, J.T. Sri Sumantyo, Takafumi Kawai, Hiroaki Kuze and Kohei Osa, "Development of 
9.41 GHz Microstrip Antenna for Three Dimensional Weather Radar（３D-WR）," The Institute of 
Electronics, Information and Communication Engineers, IEICE Technical Report AP2012-74（2012-
８）, pp. 35-38, September 2012（Niigata : Japan）
5.  Invited Lecture : J.T. Sri Sumantyo, Development of Synthetic Aperture Radar onboard 
Microsatellite and Unmanned Aerial Vehicle”, Agency for Assessment and Application of Technology
（BPPT）, Jakarta, Indonesia, ９ August 2012（招待講演）
6.  スリ　スマンティヨ ヨサファット　テトォコ（千葉大）、齋藤宏文（JAXA）、合成開口レーダ搭載無
人航空機・小型衛星の開発、第56回宇宙科学技術連合講演会、1M09、11月20日〜 22日、別府ビー
コンプラザ 
7.  齋藤宏文（JAXA）、小沢秀生（宇部興産）、淺田正一郎（三菱重工業）、スリスマンティヨ　ヨサファッ
ト　テトォコ（千葉大）、岡　範全（宇宙システム開発利用推進機構）、片岡尚岐（JAXA）、岩切直彦（東
大）、永塚正樹（THK）、大槻真嗣（JAXA）、パネルディスカッション「民生分野と宇宙分野のデュア
ルユース」第56回宇宙科学技術連合講演会、1M15、11月20日〜 22日、別府ビーコンプラザ 
8.  J.T. Sri Sumantyo, “Construction of analysis system for temporal change and real-time condition 
of surface environment by using RS/GIS technologies,” JCC JICA-JST Project, Universiti Tenaga 
Nasional, 23 November 2012（Putrajaya : Malaysia）（招待講演）
9.  Josaphat Tetuko Sri Sumantyo, Progress of Synthetic Aperture Radar Development for Unmanned 
Aerial Vehicle, IEICE SANE研、信学技報, vol. 112, no. 330, SANE2012-112, pp. 11-16, 、2012年
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11月30日、千葉大学けやき会館 
10.  草間拓真・難波一輝・ヨサファット　テトォコ スリ　スマンティヨ、“UAV搭載CP-SAR画像処理シ
ステムのVirtex-6 FPGA への実装,” IEICE SANE研、信学技報, vol.112, no.330, SANE2012-114, pp. 
21-26, 2012年11月30日、千葉大学けやき会館 
11.  Yohandri, Josaphat Tetuko Sri Sumantyo, “Development of Non-Uniform Circularly Polarized 
Array Antenna for Synthetic Aperture Radar Sensor,” IEICE SANE研、信学技報, vol.112, no.330, 
SANE2012-115, pp. 27-30、2012年11月30日、千葉大学けやき会館 
12.  Prilando Rizki Akbar・Josaphat Tetuko Sri Sumantyo・Hirobumi Saito, “Study of Synthethic 
Aperture Radar Sensor onboard Small Satellite”, IEICE SANE研、信学技報, vol.112, no.330, SANE 
2012-116, pp. 31-36, 2012年11月.、千葉大学けやき会館 
13.  齋藤宏文、Josaphat Tetuko Sri Sumantyo、Prilando Rizki Akbar, “100㎏級の小型地球観測衛星に搭
載するマイクロ波合成開口レーダのシステム検討及び技術開発検討," 第13回　宇宙科学シンポジウ
ム, 8-9 January 2013（Sagamihara : ISAS-JAXA）
14.  J.T. Sri Sumantyo and Koo Voon Chet, “合成開口レーダ搭載大型無人航空機の開発”、平成24年度東
北大学電気通信研究所共同プロジェクト研究会「民生用合成開口レーダ（SAR）システムの開発と応
用」、2013年２月５日、東北大学電気通信研究所（IEEE-GRSS ）（招待講演）
（梶原康司）
1.  梶原康司、陸域サイエンス創出へ向けた複合衛星データ利用プログラムの可能性、日本地球惑星科学
連合2012年大会（幕張メッセ）、ATT34-02、2012.5.20-25（千葉県）
2.  K. Kajiwara: Development of Above Ground Biomass Estimation Algorithm（incl. shadow index?）、
平成24年度地球環境観測ミッション合同PIワークショップ（御茶の水カンファレンスセンター）、
2013.1.29－２/１（東京都）
（本郷千春）
1.  相島健介・本郷千春・丹羽勝久・永田修・若林勝史・梶孝幸、多時期衛星データを用いた土壌炭素率
推定手法の検討、日本リモートセンシング学会第53回学術講演会論文集、225-226、（2012）
2.  本郷千春、I Wayan Nuarsa、水供給不足条件下における水稲の分光特性、平成24年農業農村工学会大
会講演会、2012
3.  針谷龍之介・吉田貢士・安瀬地一作・黒田久雄・本郷千春：「インドネシア国チタルム川流域におけ
る水資源量と窒素濃度の時空間分布」、平成24年農業農村工学会大会講演会（2012）
4.  三宅俊子（千葉大学大学院理学研究科）・大前宏和（株式会社センテンシア）・中村和樹（日本大学
工学部）・本郷千春・西尾文彦、ASTER 同期観測による斜面の反射率と積雪粒径の特性、雪氷学会、
雪氷研究大会（2012）
5.  小津慎吾・本郷千春、花粉シーズン飛散予測へのリモートセンシング技術の活用－針葉樹の花粉飛散
量とfPARとの関係－、日本リモートセンシング学会第52回学術講演会論文集、171-172、（2012）
6.  四方涼平・本郷千春・GunardiSIGIT・本間香貴・吉田貢士・牧　雅康・沖　一雄・白川博章、西ジャ
ワ州における水稲の生産量と生育環境との関係、日本リモートセンシング学会第52回学術講演会論
文集、183-184、（2012）
7.  古川隆朗・本郷千春・G.Sigit・吉田貢士・牧　雅康・本間香貴・沖　一雄・白川博章、西ジャワに
おけるLAIと単位面積あたりの水稲の生産量の関係、日本リモートセンシング学会第52回学術講演
会論文集、185-186、（2012）
8.  本郷千春・粕谷真史・G.Sigit、ASTER GDEMおよびUSLEモデルを用いた土壌浸食量の推定、日本
リモートセンシング学会第52回学術講演会論文集、195-196、（2012）
9.  細野賢人・本郷千春・古川隆朗、MODIS/Aqua LSTプロダクトを用いたヒートアイランド強度の季節
変動、日本リモートセンシング学会第52回学術講演会論文集、207-208、（2012）
10.  本郷千春・古川隆朗・Gunardi Sigit、衛星データと統計データを用いた水稲生産量の評価、日本作
物学会第233回講演会（2012）
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（齋藤尚子）
1.  JEM/SMILESによる2009/2010年冬春季北極成層圏オゾン破壊関連物質の解析、橘　友仁、齋藤尚
子、笠井康子、日本地球惑星科学連合2012年連合大会、幕張、2012年５月20 〜 25日
2.  航空機観測CH４データを用いたGOSAT SWIR XCH４とTIR CH４のデータ質検証　－GOSAT SWIRお
よびTIR CH４データの複合利用を前提として－、齋藤尚子、東野美和、那須侑子、林田佐智子、今
須良一、塩見　慶、横田達也、吉田幸生、町田敏暢、松枝秀和、澤　庸介、2012年度日本気象学会
春季大会、つくば、2012年５月26 〜 29日
3.  GOSAT/TANSO-FTS　熱赤外スペクトルによる上部対流圏CO２濃度解析、今須良一、齋藤尚子、塩
見　慶、横田達也、町田敏暢、2012年度日本気象学会春季大会、つくば、2012年５月26 〜 29日
4.  GOSAT/TANSO-FTS TIRからのメタン濃度高精度導出のための同時推定アルゴリズムの検討、齋藤 
尚子、今須良一、杉田考史、林田佐智子、塩見　慶、2012年度日本気象学会秋季大会、札幌、2012
年10月３〜５日
5.  GOSAT データなどを用いた全球メタン発生領域の特性抽出と定量化　〜環境省推進費プロジェク
トの紹介と進捗状況報告（第一報）〜、林田佐智子・齋藤尚子・犬伏和之・寺尾有希夫・Shamil 
Maksyutov・町田敏暢・笹川基樹・杉田考史・横田達也・向井人史、2012年度日本気象学会秋季大会、
札幌、2012年10月３〜５日
6.  衛星からの熱赤外域天底測定によるメタン導出のための気温・水蒸気高度分布の整備、杉田考史、齋
藤尚子、林田佐智子、2012年度日本気象学会秋季大会、札幌、2012年10月３〜５日
7.  GOSAT/TANSO-FTS TIRセンサーからのメタン濃度高精度導出アルゴリズムの検討、齋藤尚子、今
須良一、杉田考史、林田佐智子、第18回大気化学討論会、朝倉、2012年11月16 〜 18日
8.  JEM/SMILESとACE-FTSを組み合わせた2009/2010年冬季極成層圏微量成分の解析、橘　友仁、齋
藤尚子、笠井康子、杉田考史、第18回大気化学討論会、朝倉、2012年11月16 〜 18日
9.  衛星データを用いた全球メタン発生領域の特性抽出と定量化、林田佐智子・齋藤尚子・犬伏和之・寺
尾有希夫・Shamil Maksyutov・町田敏暢・笹川基樹・杉田考史・横田達也・向井人史、第18回大気
化学討論会、朝倉、2012年11月16 〜 18日
10.  大気汚染と気候変動ミッションAPOLLOによる対流圏オゾンのシナジー解析手法、佐藤隆雄、佐川
英夫、入江仁士、野口克行、齋藤尚子、林洋司、今須良一、笠井康子　
11.  多波長観測による対流圏オゾンの導出手法と感度研究、佐藤隆雄、佐川英夫、入江仁士、野口克行、
齋藤尚子、今須良一、林　洋司、笠井康子、第27回大気圏シンポジウム、相模原、2013年２月28日〜
３月１日
（入江仁士）
1.  入江仁士、Folkert Boersma、金谷有剛、高島久洋、Xiaole Pan、Zifa Wang、共通の基準による
SCIAMACHY, OMI, GOME-2の対流圏NO２データのバイアス評価、日本地球惑星科学連合大会、2012
年５月21－22日（千葉県幕張市）
2.  金谷有剛、Xiaole Pan、入江仁士、竹谷文一、高島久洋、and Zifa Wang、対流圏オゾン光化学への
エアロゾル影響：中国Rudongにおけるオゾン等光解離速度定数（J値）のエアロゾルによる低下、日
本地球惑星科学連合大会、2012年５月22日（千葉県幕張市）
3.  金谷有剛、竹谷文一、駒崎雄一、Xiaole Pan、入江仁士、高島久洋、谷本浩志、福江島でのオゾン・
前駆物質・PM2.5・ブラックカーボン通年観測（2009-2011）、大気環境学会年会、2012年９月12－
14日（横浜市）
4.  山地一代、池田恒平、金谷有剛、竹谷文一、駒崎雄一、Xiaole Pan、鵜野伊津志、黒川純一、大原利
眞、谷本浩志、横内陽子、Li Jie、入江仁士、高島久洋、福江島でのオゾン・PM2.5、前駆物質の通
年観測のモデル解析、大気環境学会年会、2012年９月12－14日（横浜市）
5.  入江仁士、衛星および地上からの大気汚染ガスのリモートセンシング観測（紫外可視域）〜エアロゾ
ルと大気補正の観点から〜、第６回VL講習会、2012年９月19日（千葉市）
6.  高島久洋、金谷有剛、入江仁士、「みらい」でのMAX-DOAS法による西部太平洋－インド洋域での大
気組成観測、日本気象学会、2012年10月３－５日（札幌市）
7.  入江仁士、山地一代、池田恒平、鵜野伊津志、板橋秀一、大原利眞、黒川純一、SCIAMACHY、OMI、 
GOME-2の対流圏NO２カラム濃度を複合利用したCMAQモデルの評価、日本気象学会、2012年10月
３－５日（札幌市）
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8.  永井智広、酒井　哲、真野裕三、中里真久、内野　修、入江仁士、北　和之、Nd:YAG レーザーを用
いた二酸化窒素観測用ライダーの開発（Ⅱ）、日本気象学会、北海道大学（札幌市）、2012年10月３－
５日（oral）
9.  笠井康子、金谷有剛、谷本浩志、林田佐智子、入江仁士、野口克行、斉藤尚子、今須良一、林洋司、
佐川英夫、佐藤隆雄、宮崎和幸、北　和之、国際宇宙ステーションからの大気環境観測ミッション
APOLLO提案、日本気象学会、2012年10月３－５日（札幌市）
10.  野口克行、A. Richter、J. P. Burrows、入江仁士、北　和之、The eﬀect of the surface BRDF on the 
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assess the latest forest cover changes of Sri Lanka, Proceedings of XXII ISPRS Congress, Volume I-
７, Melbourne, Australia, 25 August ‒ 01 September 2012
6.  R. Tateishi, J.T. Sri Sumantyo, A. Miyazaki, H. Sumitani, Development of a new geospatial data 
sharing/overlay system for land environmental studies ‒ CEReS Gaia ‒, ISPRS, Melbourne, August 
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2008 data ‒ GLCNMO second version, CD proceedings of International Symposium on Remote 
Sensing 2012（ISRS 2012 ICSANE）, Incheon, Korea, 10-12 October 2012
8.  Gegen Tana, Husi Letu, and Ryutaro Tateishi, Validation of the wetland mapping derived from 
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Symposium, Poster ６. Chiba University, Japan, October 24, 2012.
（久世宏明）
1.  Tatsuo Shiina, Yusaku Mabuchi, Hayato Saito, Gerry Bagtasa, Naohiro Manago, Nobuo Takeuchi, 
and Hiroaki Kuze, Retrieval of aerosol and cloud optical characteristics in the troposphere based on 
vertical and plan-position indicator lidar signals in combination with ground-based measurements, 
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ground aerosol measuring instruments, The 18th CEReS International Symposium（Chiba Univ.）, P3
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2.  Koo Voon Chet and J.T. Sri Sumantyo, “Development of a Miniaturized C-band UAVSAR,” Session C.4. 
Implementation of Multi-modal SAR Technology in Agriculture, Forestry & Aquaculture plus Natural 
Disaster Assessment in South, East & Pacific Asia, The 9th European Conference on Synthetic 
Aperture Radar（EUSAR 2012）, 23-26 April 2012, Nurnberg, Germany. 
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Electronics, SANE2012-61, Vol. 112, No. 229, pp.31-36, October 10-12, 2012（Incheon : Korea）
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1.  Chiharu Hongo, Gunardi Sigit and Takaaki Furukawa, Estimation of rice yield from remotely sensed 
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2.  Chiharu Hongo, Gunardi Sigit, Koshi Yoshida, Masayasu Maki,Koki Honma, Kazuo Oki, Hiroaki 
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6777-6780., IGARSS 2012
（齋藤尚子）
1.  Present status of GHG and meteorological parameter retrievals from GOSAT TANSO-FTS thermal 
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